
確立期 建学の精神 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1914（大正3）年4月15日、第４期生114名が入学。校訓が「敬天愛人」に定められました。同年10月31日、学院内の献身志望者で「黎明会」を組織し、発会式を催しました。教職員・生徒たちもブラウンを宣教師としている熊本教会へと導かれました。1915（大正4）年1月28～30日、花陵会主催の海老名弾正演説会が開催され、1月29日九州学院でも行われました。30日には花岡山の奉教記念会の奨励が海老名弾正によって行われ、２～３月熊本教会の受洗者51名のうち45名が九州学院の教師（2名）と生徒（43名）でした。「ブラウン博士記念講堂」（ブラウン・メモリアル・チャペル）が竣工し献堂されたのは、1925（大正14）年10月30日でした。



九州学院宗教部発行『敬天愛人』 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
西郷隆盛（南洲）揮毫の石刷り「敬天愛人」を題字に使った『敬天愛人』第1号（九州学院宗教部、大正13年2月1日発行）。「敬天愛人」は、儒教道徳の色濃い日本国家におけるキリスト教主義学校の校訓としてふさわしい標語でした。「敬天愛人」の元は西郷隆盛の造語ではなく、中村正直（敬宇）が日本で初めて使った四字成語です。中村正直は1868（明治元）年イギリス留学から帰朝後、「敬天愛人説」を著し、1871（明治4）年7月、サムエル・スマイルズの『SELF-HELP』（『西国立志編』・『自助論』）を訳出刊行。この『西国立志編』でも、「敬天愛人」を要の語句として使っています。



サムエル・スマイルズ   と   SELF-HELP(遠山先生蔵書) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
遠山院長蔵書に、サムエル・スマイルズの『SELF-HELP』（中村正直訳『西国立志編』・『自助論』）と『CHARACTER』（中村正直訳『西洋品行論』・『品行論』）があります。遠山院長の「自分で自分を監督し、役に立つ善人たれ」の教育指針には、「天はみずから助くるものを助く」（Heaven　helps those who helps themselves.）で始まる『西国立志編』の自助の精神があると思われます。こうした西洋近代プロテスタンティズムの精神に基づいた「敬天愛人」を、九州学院の校訓としたのです。



文部省からの認定・指定を受け祝賀 1915（大正4）年 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1913（大正2）年12月16日、徴兵令第十三条の規定による「中学校の学科程度と同等以上の学校」と認定されました。1915（大正4）年11月29日、専門学校入学者検定規定に依り、本学院卒業者を中学校卒業者同等以上の学力を有するものと指定されました。遠山院長の懇願が叶い、学院卒業生は官立の学校と同様に高等学校などの上級学校を受験することができるようになりました。



敬天寮の君子たち 
東分寮に入寮した1年生を迎えて  1919（大正8）年4月 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1919（大正8）年4月、上塚貞雄（作家・乾信一郎、大正12年度第九回卒業生）が入学し、東分寮に入寮。後に、『敬天寮の君子たち』（雑誌「新青年」昭和16年9月号）に小説化しました。



L.S.G.ミラー 
1930（昭和5）年6月20日          1924（大正13）年3月27日 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1920（大正9）年4月、L.S.G.ミラーが九州学院主事および理事に就任。1922（大正11）年3月、ミラー主事は帰米し、礼拝堂建築資金のための５万ドルキャンペーンを展開。1924（大正13）年4月、ミラー、学院財団法人理事長就任（～1932年・昭和7年10月）。九州学院財団法人理事会でブラウン記念礼拝堂建設の最終決定。「敬愛会」創設、会長・紫垣正弘。



寄宿舎東寮竣工 1924（大正13）年 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1924（大正13）年、寄宿舎東寮（寄宿舎の北棟と南棟を東側正面玄関で繋いで新たに建築）竣工。



九州学院神学部学生と教授陣   1921（大正10）年 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1921（大正10）年、九州学院神学部学生。後列右より：ネルセン、ミラー、ウィンテル、ホールン。



初代チャプレン：E.T.ホールン 
ホールン牧師とフォード車  1921（大正10）年頃 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1920（大正9）年12月29日、財団法人理事会は、E.T.ホールンを九州学院初代チャプレンに任命（～1925年・大正14年9月7日）し、学院に教会設立を決議。1921（大正10）年2月24日、九州学院教会発足。ホールンが初代牧師となりました。



九州学院教会憲法 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1921（大正10）年2月3日、学院教会憲法起草委員と会堂設備委員が選ばれ、設立準備に着手。「九州学院教会憲法」が制定され、熊本教会（会員総数354名、現住会員182名、礼拝出席者100名以上）から九州学院教会へ約60名転出しました。「九州学院教会憲法」の内容および記載された会員名などは、『九州学院百年史』P301～302参照のこと。



九州学院教会週報 1928（昭和3）年6月3日（聖霊降臨日） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
九州学院教会の主日礼拝は、ブラウン記念礼拝堂が竣工・献堂される1925（大正14）年10月まで、九州学院本館内で行われていました。これは、遠山院長愛用の『舊新約聖書』に挟まれていた週報です。この時の牧師は、ホールンの後をうけ、1925（大正14）年9月7日、第2代チャプレン兼九州学院教会牧師に就任していた稲冨肇（第2代院長）でした。



建築中のブラウン記念礼拝堂 1925（大正14）年2月～ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1925（大正14）年2月、ブラウン記念礼拝堂の建設が始まりました。



ブラウン記念礼拝堂の聖壇 1925（大正14）年10月30日献堂 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1925（大正14）年6月、九州学院神学部最後の卒業式（大内弘助１人）を、ほぼ完成したブラウン記念礼拝堂で挙行。同年10月30日、ブラウン記念礼拝堂竣工し献堂。ヴォーリズ建築による初期の作品で、正面のデザインはロマネスク様式のモダンな特色ある鉄筋コンクリート造２階建て。建築費34,355ドル、86,756円。同年11月18日、ブラウン記念礼拝堂で朝礼開始。



遠山院長の『朝礼記録』 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
遠山院長の『朝礼記録』（大正14年11月18日起）。ブラウン記念礼拝堂で朝礼を開始した日から記録されています。



『朝礼記録』の一部 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
遠山院長の『朝礼記録』の一部。



九州学院野球団 1924（大正13）年結成（昭和5年のチーム） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1924（大正13）年6月、教職員野球団ができ、13日には遠山監督引率の下、宇土中学に遠征し圧勝。



みどり幼稚園開園 
 

1924（大正13）年12月 
グレイ宣教師館にて 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1924（大正13）年12月、グレイ宣教師館（新屋敷）にて幼児教育が開始されました。



みどり幼稚園園舎新築後の卒園児  
1930（昭和5）年3月  後列中央：遠山院長 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1930（昭和5）年3月1日、「みどり幼稚園」（熊本市新屋敷町）が認可。みどり幼稚園園舎が新築されました。



「九州学院校友会々則」を制定 
1931（昭和6）年 校友会活動を開始 

 
柔道部の練習                    剣道部の練習 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1931（昭和6）年、「九州学院校友会々則」を制定し、校友会活動を開始。



化学の授業  昭和初期 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昭和初期の化学の授業。



整列した全校生徒 1931（昭和6）年創立20周年時 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1931（昭和6）年創立20周年時の全校生徒。



創立20周年時の教職員 



創立20周年までの学院施設建設経緯 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
九州学院建造物発達状況。



創立20周年記念建物説明 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
創立20周年記念事業として建築されたのは、図書館、特別教室（科学棟）、屋内体操場、プールで、9月に竣工しました。



図書館 
 

図書館外観                  生徒図書閲覧室 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図書館、昭和6年9月竣工。



特別教室（科学棟） 
 

特別教室外観                   上階：会議室 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特別教室、昭和6年9月竣工。



特別教室（科学棟） 
 

物理実験室                    物理講義室 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特別教室。



屋内体操場 
 

屋内体操場外観                屋内体操場内部 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
屋内体操場、昭和6年9月竣工。



プール（飛び込み台付25メートル） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プール、昭和6年9月竣工。プール開きには近隣の小学生が招待された。タイル貼りの２５メートルプールで、飛び込み台が付いていた。



創立20周年記念祝賀会 1931（昭和6）年10月1日 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1931（昭和6）年10月1日、創立20周年記念式典を挙行。校歌を制定。『創立二十周年記念誌』発行。絵画展覧会開催。10月2日、記念運動会。3日、体育デーとして武道大会、野球大会、庭球大会、バスケットボール大会を開催。



『創立二十周年記念誌』と『大江－創立三十周年記念号』 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1931（昭和6）年10月1日、『創立二十周年記念誌』発行。



昭和初期の九州学院キャンパス 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
創立20周年後の学院キャンパス。


